
にさらされ続ける戦場のようなものです。
だからこそ、茶の魅力が理解され、継承さ
れているのではないでしょうか。
越智：内観する意義は現代社会にもある
ということですね。岡倉天心が「茶道の要
義は不完全なものを崇拝するにある」と
言っています。どのようにお考えですか。
上田：岡倉天心の『茶の本』はとても良い
本ですね、私も少し時間があれば目を通
しています。岡倉天心が言っているのは、
茶の湯とは、日本人が日常生活を美しく
生きるための美の宗教である、ということ
です。宗教とは生き方という意味合いだ
と理解しています。五感が刺激されると
静かな心がもたらされ、自分の内に目が
向きます。その体験を洗練したものが茶
の湯です。できるだけ自分を見失わずに
日常生活を送りたいものですが、静かな
心になるには、自分が日々をどう生きたい
かという根幹の部分に自覚がないといけ
ませんね。

越智：静かな心を持って日常生活を
送るのが非常に重要というお
話を聞いて思い出しました
が、『幸福論』を著したカー
ル・ヒルティという哲学者がい
ます。仕事がいかに重要かを説
き、それをルーティンに取り入れ
ることが幸せに通じる、という言
葉を残しています。多くの人にとっ
て一日一日をどう過ごすかは、自分
の仕事にどう取り組むかということ
です。
上田：自分が求めるものを少しでも得よ
うと努力して一日一日を過ごすのが理想
ですよね。このような日々の研鑽をするに
は、やはり静かな心がないといけません。
他人と優劣を競うばかりでは、静かな心
で自分自身を見つめられません。
越智：講演でも、「でき合いのメジャーで
測らない」ということを強調しておっ
しゃっていましたね。静かな心になるため
には、自分自身の判断基準をしっかりと
持って、みだりに自分と他人を比較しない

ことが重要なのですね。
上田：自分の得手不得手や独自性を自覚
し、自分の仕事に向かい合ってほしいです。

越智：上田さんが講演で紹介された「花は
今一つあれと思う程に」という言葉が心
に留まりました。
上田：いい言葉ですよね。武野紹鴎という
戦国時代の茶人の言葉です。花をもう一
輪足して満点を目指すのではなく少し抑
えることで、鑑賞者はその余白に感情を移
入し、それぞれの美しさを見いだすことが
できる、すなわち無限のバリエーションの
美しさが宿るのですよ、ということです。自
分の思う完璧を押し売りするのではなく、
相手の独自性を引き出すことが重要なの
です。
越智：岡倉天心の不完全なものを崇拝
する態度と重なりますね。教育にも通ず
るところがあると思って拝聴しました。
教育者は、自身の考える100点の基準
を押し付けてte a c hするのではなく、
ass i s tあるいはcoachをするべきで
しょう。相手が持つ独自の才能を開花
させるのです。だから「今一つあれ」と
思っても、教えるのは7、8割に抑え
て、自分で考えさせるということで
しょう。
上田：100点を取ることもできる
けれど抑えて80点を取る…とい
うのはとても高度な文化です
ね。
越智：本当は全部教えたい気
持ちがありつつも、そうしない
ためには、コーチとしての自

分を抑えないといけないわけで
すね。

越智：今年は被爆75年で、原爆や平和に
対する思いをお聞かせください。
上田：原爆は、私にとって大変大きな意味
があります。父と祖父母が原爆で亡くなり
ましたし、現在ご縁のある広島在住の

越智：茶の湯やその起源についてお聞か
せください。
上田：茶の湯は戦国時代にルーツがあり、
心の静けさを取り戻すものとして武人に
もたしなまれました。言葉では伝えにくい

越智：今回は、対談を実現できて光栄で
す。まず、子ども時代をどのようにお過ごし
になったかお聞かせいただけますか。
上田：母が鷹野橋（広島市中区）の商店街
に小さな店を出しておりまして、その２階
の住居で、母と兄と姉と私の４人で暮らし
ていました。小学校の入学前くらいから
12年間ほどです。母の実家が上田家で、
その頃に先代家元である伯父に茶道を

習い始めました。下町のガキ大将
だった私がそのまま成長して
しまうことを心配したんで
しょうね。ある日、母が2階
の１室に炉を切りました。
寝室、食事室、勉強部屋
を兼ねていた8畳の部屋
を、毎週１回茶室として

使ったんですよ。
越智：普段生活されている空間が突然、
茶室になったのですね。
上田：部屋には小さな床の間があって、
花を飾ると部屋の雰囲気がガラッと変
わるんです。日常空間からその都度変身す
るような茶室で茶をやっていたので、どん
なところでも茶室の空間を作れる自信が
あるんです。
越智：日常と非日常をスイッチする感覚が
培われたんですね。その後、修道中学校・
高等学校、慶応大学経済学部に進学され
て、広島銀行にお勤めになられました。
上田：同じ慶応大学出身で東京に残る兄
に、「大学卒業後は広島に帰れ」と言われ
ました。当時は高度経済成長期で、あちこ
ちの人事担当から声が掛かりどの会社に
も入れるような時代でしたが、故郷の広
島銀行に入行することにしました。
越智：上田宗箇流を継ぐことを決められ

たのはいつ頃ですか？
上田：就職を決めたものの、上田宗箇流の
先代家元に継承者がおらず「お茶をして
るならぜひ上田家に」と前々から声を掛け
られていました。お茶は長く取り組んでい
て好きでしたし、歴史のある家をつぶすわ
けにはいかんなあと思いました。ただその
時は茶を生業にする人生が送れるかどう
か、自信がなかったのです。銀行の業務も
面白かったので、20代後半で上田宗箇流
を継いで、上田姓に変えてからも3、４年
はそのまま勤めました。退職し茶道に
専念すると決意したのは31歳
の時です。

のですが、茶と
いうのは、自
分 の 立 ち
居振舞い
と、庭や

建物といっ
た空間、扱う道具など

全てを含んだものです。
越智：上田宗箇流の茶風や、その魅力に
ついてお教えいただけますか。
上田：特徴としては、空間を移動するとい
う点があります。客人は、外露地、内露地
と呼ばれる茶室の庭から「遠鐘（えんしょ
う）」という数寄屋へ移動します。さらに次
の茶室への移動があり、 日常の書院空間
でもてなされます。これは、戦国時代から
平和な時代へ世の中が変わった際に、茶
の湯という非日常と日常をつなぐ必要が
あったからでしょうね。このように、屋敷の
中を移動することで、茶だけで終わらない
最高のもてなしを作り上げ継承してきた
のです。
越智：死を覚悟して戦場に赴いた戦国時
代に、ゆったりとした空間で内省し、自分
自身を取り戻す効果を得られたのが茶の
湯だったのですね。上田宗箇流のルーツ
は武家茶道ですが、江戸時代初期に模索
された平和な時代のお茶の在り方が現代
に伝わっているのですね。
上田：茶室は内省の空間であり、茶の湯
の原点はお茶を一服飲むことを通して静
かな心で時間を過ごすことです。騒がしい
日常から静かな空間に移動して自分を取
り戻し、また戦場へ戻っていくような武家
茶道のあり方が、上田宗箇流の根幹であ
り魅力だと思います。戦国時代のように常
に生死の危機にさらされるわけではあり
ませんが、ある意味では、現代社会も緊張

方々もご自身や周りの方々が被害に遭わ
れています。平和のことを話すと心が熱く
なり、できることはしなければと、いつも
思っています。
越智：例えば、どのような取り組みですか。
上田：上田宗箇流が受け継いできた伝統
文化を、現代にも通ずる形で再構築し、地
域のために還元していくことです。1983
年日米市長及び商工会議所会頭会議が
広島で行われたときに、来賓をお連れす
るような場所がないという話になりまし
た。広島は中心地が原爆で被害を受けた
ので、それまでの文化を示すような建物が
無くなってしまっていたわけです。ちょう
ど、明治時代初期まで250年間構えてい
た上田家上屋敷を、和風堂として再構築
を始め一段落したところでしたので、その
和風堂にお連れすることになりました。
越智：平和に対して文化面からアプローチ
されているのですね。
上田：世間の風潮としても、街の中に歴史や
伝統文化が必要だという声が聞かれるよう
になりました。実は、広島市の重要文化財の
なかで、古文書の6割強は和風堂が所有し
ており、美術工芸品も1,300点ぐらいありま
す。江戸時代250年間の古文書や工芸品を
まとめて持っているのは広島城でも県立美
術館でもなく、和風堂なんです。和風堂と行

政がどう協働して、市民の皆さんに広島の
歴史を知ってもらうか、広島の歴史が大事
だと思ってもらうか。それを考えて実行する
ことが、私の大きな仕事だと思っています。
越智：広島の歴史や平和への願いを語り
継ぎたいという思いは私たちも同じです。
広島大学も、ピース・レクチャー・マラソン
の取り組みで在京大使や各国政府代表
者に講演していただくなど、平和に関する
活動を行っています。

越智：上田さんは、大学で学ぶべきことは何
だとお考えですか。
上田：大学は、修練と社会貢献の重要性に
学生が気付く場であってほしいです。初心を
忘れずに創意工夫をし続ける人間には花が

あると世阿弥が言ったように、人間は一生涯
学び続ける存在です。また、そのような修練
で身に付けたことを社会に還元することも大
切です。広島大学は、優れたリーダー人材を
国内だけでなく世界へ輩出するような大学
だと思っています。
越智：ありがとうございます。最後に学生に
メッセージをお願いします。
上田：修練や社会貢献をするにも、自分に執
着しすぎず他人の声に耳を貸す柔軟な心が
必要です。そのためには、自分の独自性、つま
り得手不得手、特に自分の得意技を明確に
つかんでほしいと思います。欠点はせいぜい
カバーすることぐらいしかできませんし、他
人と相互に補完すればいいのです。そして、
一日一日を静かな心で過ごしてください。
越智：今日は貴重なお話をありがとうござ
いました。

自分らしく修練と社会貢献

武家茶道･上田宗箇流のルーツ
　上田宗箇流とは、戦国時代に豊臣秀吉の側近として数多くの武勲を立てた武人・上田宗箇に

よる茶道の流派です。宗箇は千利休、次いで古田織部と親交を深めて茶の湯を学びました。

1619年に浅野長晟に従って広島入りし、広島県西部を一万七千石で統治。以降、宗箇の茶の

心は広島の地で代々受け継がれています。

　武家茶道の特徴として、点前が直線的である点や、柄杓や帛紗などの道具の扱い方が独特な

点が挙げられます。これは、茶道の所作の中に武人の立ち居振る舞いの名残が見られるためで

す。例えば、柄杓で湯水を汲む動作には馬上から弓矢を

つがえる動作が、袱紗を右の腰につける振る舞いには刀

を差していた習慣が表れています。

　礼や点前の作法において、男女で異なる部分があるの

も特徴的です。男性は男性らしく、女性は女性らしく振る

舞うことで、それぞれの凛とした美しさが引き立ちます。

て  まえ ひしゃく ふく  さ

ふく  さ
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